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は　じ　め　に

本町は、町の将来を見据え、長期の視野に立った総合的かつ計画的な環境づ

くりを行うため、第2次那珂川町環境基本計画を平成2 6年3月に策定いたし

ました。

この環境プランは、第5次那珂川町総合計画の中に示した町の将来像「自然

と人がとけあう　活力あふれるまち　なかがわ」を環境面から実現するための

マスタープランです。

本書は、環境プランの適正な進行管理を図ることを目的とし、平成2 8年度

における「人づくり・地域づくり」、 「自然環境」、 「生活・快適環境」、 「資源・

エネルギー環境」の4つの長期的目標に対する進捗状況、またその中でも最も

重点的に取り組むべき、プロジェクトに対する進捗状況をまとめたものであり

ます。

これからも本町の環境を守り育てていくため、住民、民間団体、事業者、行

政が一体となって、環境に配慮したまちづくりに取り組んでいきます。
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◆　人づくり・地域づくり分野
めざす環境像　水と緑を育み、子どもたちに伝えるまち　なかがわ
環境分野と方　人づくり〃地域づくり分野　　1先人の英知と心をつなぎます。

環境目標基認諾誓轄鷺詑三・環境保全活動を通じて・英知と活力、笑顔とふれあい 

浮　′)ノ~、¥頓細の胸辞 ��∴ ��誹　の　′頬,細∴栂∴深 
中　∵;∴　言∴　中 ��唖　音掬∴郡上∴鮎 

1-1-1 環 境 �1-1-1-1 環 �① �ペットのフンの放置防止やポ イ捨て防止など、住民の環境 モラル向上に向けた啓発を推 進します。 �狂犬病予防注射時に啓発グッズを配布及び町広報紙 

にペットの飼い方に関するマナー啓発を掲載しまし 
た。また、今年度より各地区の環境保全推進委員が 
中心となって、犬のマナーアップパトロール等の啓 
発活動を実施しました。 

② �定期的に地域のニーズに応じ た定期的な環境出前講座を実 �地域向けのダンボールコンポスト講座を開催し、生 ごみ減量に関する啓発を実施しました。 
境 モ ラ ル の 向 上 ��施します。 

③ �環境フェア等のイベント時に は、環境パネルの展示等によ �10/30に開催された環境フェアを通して、.情報を発 る住民や来訪者への情報発 信・提供を行います。 �信しました。 

④ �幼児から大人まで、年齢層に 応じた副読本やチラシ等の啓 発資料を作成、配布します。 �県等のモラルの資料を参考にチラシを作成し配布し ました。 

l-l-l-2 地 域 や 学 校 �① �教育現場との連携強化によ �安徳北小学校において、4年生を対象に、ごみの分 

教 育 ����別・減量に関する講座を実施しました。 

学 習 の ���る、学校における環境教育・ 学習の推進・充実を図りま す。 

「花いっぱい運動」を行い、環境美化に努めまし 

推 ����た。 
進 充 実 ����(小中学校10校で実施) 

② �家庭や地域　学校　環境保全 �10/30に開催された環境フェアにおいて「環境ボス 

ター」の展示や表彰などを実施しました。 

に ��　　　ヽ　　ヽ 活動団体　事業者等　様々な 
お け ��　ヽ　　ヽ 主体が協働で行う地域環境活 動を通して環境教育・学習 

米作り体験やホタルの幼虫の放流、愛校作業などを る 環 境 教 育 の 促 進 ��　　　ヽ の場や機会を創出します。 

通して、地域の方との交流を行うとともに、地域環 
境について学習しました。 

③ �地域環境の環境に詳しい人や 環境保全活動団体等が、地域 環境の伝承者として活動でき る場を創出します。 �環境フェア実行委員会に、新しく町婦人会が参加さ 
れ、環境フェアにてエコ石鹸(廃油石鹸)と牛乳 
パック製品等づくり、またリサイクルバザーを行 
い、PRをしました。また、文化祭等でも同様にPRを 
行いました。 



耗 �(しlう　場窯 �∴ ��課∴砂∴鞠∴細∴画一　溶 :1∴言点∴ :∴ �申∴,∵:　∵言∴¥叫 ��軌∴当魯∴騨∴∴持 

1-l-2 環 境 保 全 活 動 �l-l-2-1 環 境 保 全 協 �① �クリーンパートナー制度等を 活用し、協働のまちづくりに 向けて支援していきます。 �クリーンパートナー制度を町民の方々に周知するた 

め、広報なかがわに掲載しました。 

② �環境保全活動団体、事業者等 �ボランティア支援センターが発行する情報誌で環境 

働 体 ���保全活動団体の活動を紹介しました。 

制 ��の活動を積極的に紹介し、環 
づ ��境ボランティア育成に努めま �ボランティア支援センター実施の講座において、町 
く ��す。 
り ���内の環境保全団体を講師として招鴨し、講座の実施 

を通じて環境ボランティアの育成に寄与することが 
できました。 

1-1-2-2 環 境 保 全 活 �① �環境保全活動の充実に向け て、住民や環境保全活動団 体事業者等各主体との積 �広報　チラシ回覧、環境保全推進委員会議等によ 

の 促 進 ���ヽ　ヽ 極的な意見・情報交換及び交 流を深めるための情報提供に 努めます。 �　ヽ り、環境フェアへの参加の情報提供を行いました。 

② �町内の環境保全に貢献した個 �平成28年度の表彰対象者はいませんでした。 
動 ��人や団体に対して、那珂川町 
の ��表彰規定に基づき表彰を行い 
充 実 拡 ��ます。 

③ �町内事業者に対して、環境経 �窓口等にチラシを設置し、情報提供を行いました。 

大 ��営システムであるエコアク ション21(BA21)の認証取得を 促進するために、情報提供を 行います。 

圏



◆　自然環境分野
めざす環境像　水と緑を育み、子どもたちに伝えるまち　なかがわ

自慢　水と緑を育　ます環境分野と方自然環境分野　2自慢の水と緑を育てます。 環境目標乱撃書籍璽鱒窯禦誓書難語?自慢の豊かな自然環境を保全・創造・再 

単熔極細の椀寮 ��番　融　の　螺　細　腕∴擁 
画　(鵜　。川　　棚 ��沖∴咳$∴搬∴∴催 

2-l-1 自 然 環 境 の 保 全 と 創 造 再 �2-l-l-1 貴 重 な 固 �① �町内の自然環境に対する影響 が想定される行為に対して は、自然環境関連法や那珂川 �那珂川町が許可する林地開発に関して、2件の土地 

町森林等の土地保全に関する 条例等の規定に基づき対処し ます。 �の形状変更に係る許可決定をしました。 

② �脊振山や九千部山などの山 �災害対策として、定期的に町内パトロールを行い 
有 ��林、那珂川や梶原川などの河 
の ��用　　地　の　　環　及び 
自 ��　ヽ　　　　′ヽヽ 然景観を防災に配慮しながら �ました。 
然 環 境 の 保 ��保全します。 

③ �町内に生息生育している希少 �自然環境観察員の観察会にて、町内の動植物等の 生息状況を調査しました。 全 ��な動植物等、生態系の保全を 図ります。 

④ �自然環境の変化を把握するた め、自然環境観察員と地域住 �平成28年4月から自然環境観察員制度を発足させ、 
民の協力を得ながら、自然環 境調査を実施していきます。 �7箇所で自然環境調査を実施しました。 

2-l-1-2 里 地 里 山 の 適 正 管 �① �健全な森林を再生し、守り育 �福岡県森林環境税を活用した福岡県荒廃森林再生 

生 ���てるために、福岡県森林環境 税事業等を活用した森林管理 を推進します。 
事業を実施し、15年以上整備されていない森林の 
間伐(侵入竹の除去を含む)を実施しました。 

② �植林地の管理と公共建築物等 �那珂川町内の公共建築物等における木材の利用の 促進に関する方針に基づき、公共建築物等の木 
への木材利用を推進します。 �造・木質化を図るため、関係各課と協議を実施し 

ました。 

③ �竹林の適正な管理と竹の有効 �竹材を活用したイベントである裂田溝(さくだの 理 と 利 用 ��活用を推進します。 �うなで)ライトアップ事業に参画しました。 

④ �地域との連携によって、荒廃 農地の有効利用や水路の適正 �7月と8月に農地パトロールを行い、荒廃農地の所 
管理等、生態系に配慮しつつ 保全管理を行います。 �有者へ保全管理等の啓発を行いました。 

2-l-1-3 鳥 �① �里地里山の適正管理ととも に、自然と人との適切なすみ �農林産物の生産者に、効果的な侵入防止柵の設置 方法や追い払い方法等を助言しました。 

獣 ��わけを実現するために必要な 
被 ��有害鳥獣被害対策を薦めま 
害 へ の 対 ��す。 

② �有害鳥獣の生態を知り、えさ �農林産物の生産者等を対象にした鳥獣被害対策研 
策 強 ��場とならない環境づくり、追 い払いなど、地域との連携に 

修会を開催しました。 
化 ��よる被害防除に取り組みま す。 

圏

自然　境



∴∴郷 　∴: � �∴言 ��,樵言問∴減∴細∴痢∴蓉　　　　　　　　　　　　　　　　- 
申　∵章　　子言　　問 ��直　言子　宮　　∴∴ ( 

2-l-1 �2-1-l-4 外 来 生 物 対 策 の 推 進 �① �外来生物に関する情報を提供 �セアカゴケグモ対策として、平成28年9月に町広報 

自 然 環 ���します。 �紙へ掲載を実施しました。 

② �外来生物やペットの放流・遺 �オオキンケイギク対策として、平成28年6月に吋広 境 ���葉の禁止など、外来生物・ 
の ���ペットを取り扱う者への啓発 �報紙へ掲載を実施しました。 
保 全 と ���を強化します。 

③ �河川、ため池等への外来生物 �窓口等にチラシを設置し、情報提供を行いまし 創 造 再 ���の放流禁止を啓発します。 �た。 

④ �定着した特定外来生物につい ては、適切な防除策を行いま す。 �セアカゴケグモ対策マニュアルを策定し、学校や 
公園のパトロールを行いました。またセアカゴケ 

生 ����グモと思われるクモの通報が2件ありましたが、い 
ずれも違いました。 

2-l-2 自 �2-l-2-1 自 然 �① �親水公園や自然観察の森な ど自然と親しみふれあう �五ケ山ダム周辺に設置する公園の建設に着手し、 

一部植栽や設備等の工事を行いました。また、活 用の推進対策として、平成29年3月に自然体験の促 進等のため、(株)モンベルと包括連携協定を締結 

と ��　ヽ　′　　　ヽ 場の整備と活用を推進しま 
の ��す。 
ふ れ あ い の 場‾ ���しました。 

② �市民農園の開設と利用促進を �市民農園の開設依頼を農事推進員会や町ホーム の ��図るとともに、適正な　理に �ページで周知を行いました。 
然 と の ふ れ �整 備 ��ついて啓発を図ります。 

2-l-2-2 自 然 と 親 し む 機 会 の 提 供 �① �環境フェアや水辺教室、川の �10/30に環境フェアを実施しました。9/7に中ノ島 

あ ���自然観察会(鮎稚魚放流)等 �公園で南畑小学校と水辺教室を実施しました。ま 
J¥ の 機 ���を継続的に実施します。 �た、4/18に鮎稚魚放流を実施しました。 

② �ホタルの育成、鮎等の稚魚放 �4/18に鮎稚魚放流を実施しました。 ぶ、 高 揚 の ���流事業を通じて、保護及び育 成活動を進めます。 

③ �自然環境に関する副読本の作 �自然観察ガイドブック(動物編①)の作成を行い 
創 ���　′ヽ 戌や自然や生き物等とふれあ 
出 ���う学習等の啓発に取り組みま す。 �ました。 

④ �環境教育や自然とのふれあい �グリーンピアなかがわにて、「グリーンパート 
の場として、遠足等でグリー �ナー」事業を実施して、町内小学生が自然とふれ 
ンピアなかがわの活用を学校 �あい、森林機能、森林資源の活用について学習す 
に呼びかけます。 �る機会をつくりました。 

幼̂。



◆　生活・快適環境分野
めざす環境像　水と緑を育み、子どもたちに伝えるまち　なかがわ

3安全で快適なまちを創ります。

環境目標　乳柴整盤鷲拝まれ・安全で健康的かつ、快適で美しく・ゆとりある暮らし 

;:∴∴小言詐∴、上旬言 ��絡 ��課　{砂∴腰∴鮎∴湘∴徳 
中　一∵　言　　直 ��唖∴然〉　瑠載∴鮎 

3-l-1 水 環 境 土 壌 �3-1-l-1 水 質 保 全 対 策 水 �① �公共下水道区域・特定環境保 全公共下水道区域の整備を促 �平成28年度は西畑・南面里地区の下水道整備を実 

進するとともに、下水道への 接続を指導・誘導します。 �施しました。 

② �那珂川町の汚水が処理されて いる、御笠川浄化センターへ �建設負担金年額　45,728(千円)を支出しまし の建設費負担による高度化処 理を実施します。 �た。 

③ �合併処理浄化槽設置者に対し �平成28年度は、合併浄化槽設置者に対しての指導 て、適正管理を指導します。 �はありませんでした。 

④ �主要河川での水質検査、公共 施設等で井戸水を利用する施 �那珂川水系及び梶原川水系河川の水質検査を実施 
設に対する水質検査を継続し て行い、公表します。 �し、年次報告書により公表しました。 

⑤ �農薬の適正使用や家庭での使 �関係各課へ情報を提供し、啓発を推進しました。 環 境 の 保 全 �資 源 の 有 効 利 用 ��用済み食用油の適正処理等に 関する啓発を推進します。 

⑥ �土壌・地下水汚染調査につい ては、土壌汚染対策法に基づ �平成28年度は、土壌汚染対策法に基づく届出及び 
き、県と連携して指導しま す。 �汚染の恐れがある事案がありませんでした。 

⑦ �法面緑化や透水性舗装等によ �今年度は対象となる工事はありませんでしたが、 り、地下水のかん養に努めま �町道那珂川宇美線の歩道(600m)の透水性舗装の設 
す。 �計を行いました。 

⑧ �公共施設では、雨水・下水処 理水の利用及び雨水浸透ます の導入を推進します。 �五ケ山ダムのキャンプ場にて、再生水の利用シス テムについて、計画を着手しております。 

3-1-2 大 気 環 境 �3-1-2-1 大 �(D �県の大気測定結果を公表する とともに、光化学オキシダン ト注意報や警報の発令時、P �平成28年度は、光化学オキシダント及びPM2.5に関 

M2.5に関する注意喚起が出さ れた場合は、早急に情報発信 �する注意報は発令されませんでした。 

気 汚 染 対 ��を行います。 

② �大気汚染防止法、悪臭防止 �原因となる事業所等に対して　県並びに町で適正 の �策 ��法、県条例に基づく工場・事 �ヽ　　　　　　　　　ヽ 指導を実施しました。 
保 全 �の 推 進 ��業場への指導を進めます。 

③ �野外焼却等の違法処理に対す �野外焼却等の違法処理に対する監視・指導を実施 る監視・指導を強化します。 �しました。 

5
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一∴∴∴∴千言∴;∴ ��∴ ��喉　の　腰　細　陣　密 
【し　神　輿帆}礁黙り:(砧 ��唖∴灘∴高上∴面 ��間∴∴莞斡∴∴耀∴∴∴品 

3-l-2 大 �3-1-2-2 騒 �(D �騒音規制法、振動規制法に基 づく工場・事業場及び建設作 �調査・指導を行う事案がありませんでしたが、建 設作業の届出の際に騒音・振動への配慮を依頼し 

よこ ��業の騒音・振動への指導を進 
目 ヽ ���ました。 

振 動 対 ��めます。 

② �自動車騒音、鉄道騒音に関す �町内の主要幹線道路において、自動車交通騒音測 
策 の ��る定期的な調査を行うととも に、調査結果が基準値を超え 

定調査を実施しました。 
推 ��る場合は、関係機関へ改善の 

気 環 境 の �進 ��要請を行います。 

3-1-2葛3 �① �交通騒音については、地域や �交通騒音について、地域及び警察との連携を図っ 

保 全 �近 隣 騒 .量乙 目 ��警察との連携による取り組み �ていますが、調査・指導を行う事案はありません 
を行います。 �でした。 

② �近隣の生活騒音等について は、その低減に向けた住民・ 事業所等へ啓発を図ります。 �重機等での開発行為及び建築行為の届出に関し 対 策 の 推 ���て、騒音等の低減に向けた指導を実施しました。 

③ �特定できた騒音発生源につい ては、適宜指導を実施しま す。 �原因となる事業所・個人等に対して、県並びに町 進 ���で適正指導を実施しました。 

3-l-3 都 市 緑 �3-l-3-1 都 市 の 緑 化 と 適 正 な 管 理 �① �都市公園や緑地の適正配置、 �新規に設置する(仮称)那珂川中部公園の建設に 

公共空間等の緑化を推進しま �着手したほか、整備を拡充する下片縄公園の計画 
す。 �検討及び設計を実施しました。 

② �水に親しみ、楽しめるように した親水護岸など、水や緑と 身近にふれあうことができる 施設整備に努めます。 �今年度は対象となる工事がありませんでした。 

③ �都市公園モデル事業を活用し て、公園の清掃等の管理を進 めます。 �地域住民による清掃委託を推進し、6公園を清掃委 託しました。 

3-1-3-2 民 有 地 の 緑 化 と ま ち な み �① �緑の募金活動とともに、花木 �那珂川町内で「緑の募金」活動を行い、緑化の啓 発、募金者の方へ苗木の配布を実施しました。 

化 ���の苗木を配布し、緑化意識の 
と 景 観 形 成 ���啓発を行います。 

② �花いっぱい運動を通じて、緑 �花いっぱい運動を6月・9月・12月の年3回実施しま 
化意識の高揚を図ります。 �した。 

③ �行政区や事業者の協力による �環境保全推進委員会議において清掃・美化活動の 推進の協力依頼を実施しました。 景 ��清掃・美化活動の推進を図り 
観 の 向 ��ます。 

④ �放置自転車対策として、住 �住民や警察からの通報に対する対応を行い、パト 
上 ��民・行政・警察が連携した監 視体制を構築するとともに、 リユースするための仕組みづ くりを行います。 

ロール員による巡回・監視活動を実施しました。 

⑥



∴事:∴子 �々 � �′¥攻、 　机「 �融lの∴醸∴細∴胸∴蓉 
;∴∴∴∴ �踊∴無氷　小品∴画 ��購　偽　、搬∴∴　〇品 

3-l葛3 韓 �3-1-3葛2 民 有ま 三二 化景 と観 の �⑤ �公共施設の新築　改修などの �(仮称)桑河内ふれあい公園法面植栽工事におい 
ヽ 際は、敷地内緑化や色彩の検 

討などにより、周辺景観との �て、季節を感じることができる植栽を配置しまし 
調和と向上に配慮するよう検 討します。 �た。 

(㊦ �空地の所有者に適正な管理を �空地の所有者に対し、草刈りの指導を実施しまし 
指導します。 �た。 

3-l-4 文 化 財 �3-1-4-1 歴 史 �① �那珂川町文化財保存整備基本 �町内に設置している文化財関係の看板の内、劣化 

計画に基づく文化財散策ルー トを来訪者が利用しやすい状 態に保つため、関係課と連携 を深め施設の充実を進めま 

の進んだ文化財案内板l箇所、文化財説明看板1 
と 歴 史 的 ま �即 ���箇所の修繕を実施しました。 

文 化 的 ��す。 

② �文化財散策ルートを教材化 し、小中学生の郷土愛護の高 揚を図るとともに、文化財展 示会等で内容の周知を行いま す。 �歴史関係団体と協働で安徳小学校・安徳南小学校 ち �資 ���で散策ルートを用いて授業を実施しました。ま 
な �源 ���た、文化財展示会で散策ルートコーナーを設置 
み の 保 全 �の 保 全 と ���し、散策ルートの内容の周知を行いました。 

③ �歴史・文化資源の保全・整備 �裂田溝ライトアップ事業を　竹プロジェクトを中 と �活 ��の際には住民・事業者の参加 の場を確保し、意見を反映し ます。 �　　　　　　　　　ヽ 心に実行委員会を組織し、山田区・安街区を含む 
活 用 �用 ���多くの住民と協働で実施しました。 

因
〃
p



◆　資源・エネルギー環境分野
めざす環境像　水と緑を育み、子どもたちに伝えるまち　なかがわ
環境分野と方資源・エネルギー環境分野　4地域の恵みと力を活かします。 環境目標‡え_陛翳認許撰譲葉臨とと譜梁韓雪聾ネルギ‾を有効に活用 

十㌧:∵　守∵詰∴』中音　言 ��∴∴ ��調(の∴騒　音馴∴胸∴礁 
陣∴笠薄∴記と∴画 ��画∴替総∴猷∴∴浩 

4-1-1 省 �4-l-l-1 �① �公共施設には、積極的に省エ ネルギー型設備の導入を推進 します。 �華石苑空調設備の改修において、省エネルギー型設 

省 嚢 ���偏を導入しました。 

② �公用車の買い替え時には、順 次エコカーの導入を行いま す。 �平成27年度燃費基準10%向上達成車の普通乗用 自動車を購入しました。 

③ �照明器具や電球の交換時期に �中原架道橋や那珂川宇美線の道路照明改修、学童保 しED照明を導入しやすいよ �所や防犯灯の新設において、しED照明を導入し 
進 ��うな啓発を図ります。 �ました。 

4-1-1-2 省 �① �福岡県版環境家計簿(県民 �環境課窓口にて展示を行いました。 
エ ���、事　　、子ども)を 

ネ ���広く配布し、省エネ行動の推 
ル ギ l ���進を図ります。 

② �ノーマイカーデーの推進や自 �職員を対象に、ノーマイカーデーを毎週金曜日に実 

の 推 進 �エ ネ ノレ ���施しました。 

グループウエアの掲示板で啓発しました。 
ギ ��転車、バス等の公共交通機関 
l ��の利用を促進するための環境 
活 動 の ��整備に努めます。 

かわせみバスのダイヤ改正、一部車両のラッピング 
推 進 ���デザインの変更等により利用促進を図りました。 

③ �公共施設や住民、事業所等へ のグリーンカーテンの普及拡 大を図ります。 �ゴーヤ・アサガオの苗の無料配布、また町広報紙へ 
の掲載を実施しました。また環境フェアで、グリー 
ンカーテンフォトコンテストの表彰をしました。グ 
リーンカーテンを庁舎にて実施しました。 

4-1-2 再 �4-1-2-l 公 共可 施能′ 馨の楽 �① �公共施設等への再生可能エネ ルギー、特に太陽光発電設備 �今回導入する対象施設はありませんでした。 

生 鷲 ネ ル ���の導入を図ります。 

② �国、県等が行っている、再生 �町ホームページに住宅補助(太陽光発電)の情報を 
ヘ　ル ��可能エネルギー利用設備導入 
の　ギ　と ��の際の補助金等の情報を、住 �掲載しました。 
再Iイ ��民に提供します。 

4-l-3 健 全 な �4-l-3-1 �① �ごみ減量・リサイクルに関す 　　　　　　　　　_ゝ.▲_ �ーみ出しカレンダーを全戸配布　ごみ出しパンフ 

3 ��るパンフレットの配布や出剛 講座を行い、情報提供・啓発 �　　　　　　　　　　ヽ レットを転入者に配布・町ホームページへの掲載を 実施しました。 
R に 基 ��を積極的に進めます。 

② �住民・事業者・行政の連携の �環境フェア等のイベントで　マイバッグを配布し 資 �づ ��もとに、マイバッグ運　やク �　　　　　　　　ヽ て、利用を促進しました。 
源 鑑 と 廃 棄 物 の �く」 排 出 ��リーン購入等を推進します。 

③ �ごみ分別ルールの徹底を図り ます。 �ごみ出しカレンダーを全戸配布、ごみ出しパンフ 抑 ���レットを転入者に配布・町ホームページへの掲載を 
制 と 資 源 化 の 維 ���実施しました。 

④ �生ごみの堆肥化、せん定枝葉 のリサイクル事業を推進しま す。 �電気式生ごみ処理機、設置型コンポスト、ダンボー 
ルコンポスト購入に対する補助を実施するととも 
に、勢定枝葉の自己搬入・戸別回収事業を実施しま 
した。 

⑤ �エコピア・なかがわ等におい �10/30に環境フェアを実施しました。また、エコピ 進 ��て、環境フェアや環境関連語 �ア・なかがわにて小学生を対象に体験学習を実施し 

座等を定期的に開催します。 �ました。 

$



∴;∴∴丁子∴∴　〇十:∴ ��∴ 陣 ��・叛　の　映　細　面　浴 
申　子=一∴∴∴音　∴子中 ��::一=∴　音∵　一　∴ 自書 

4-1-3 健 全 �4-l-3-2 不 �(D �不法投棄防止パトロールを継 �不法投棄防止パトロール員による巡回・監視を実施 

続・強化します。 �しました。 

② �林道沿いへの侵入防止柵や不 �不法投棄される恐れのある場所に、防止柵・看板を な ���法投棄禁止看板・監視カメラ �設置するとともに、不法投棄監視カメラによる監視 
資 源 循 �法 投 棄 ��等を設置します。 �を実施しました。 

③ �環境保全推進委員等、住民参 �環境保全推進委員を中心に、不法投棄防止パトロー ル強化月間を定め実施しました。 環 �防 ��加による監視体制の構築を進 
の 推 進 �止 対 策 ��めます。 

④ �不法投棄防止やポイ捨て防止 �不法投棄禁止看板の設置等により、啓発を実施しま と �等 ��に関する住民への啓発を行い 
廃 棄 物 の �の 推 進 ��ます。 �した。 

(り �住民参加による地域の一斉清 �地域清掃活動を実施する団体へ、土のう袋及び地域 
適 正 処 理 ���掃等を支援します。 �清掃活動用袋の支給を実施しました。 

⑥ �災害時に発生するごみについ ては、臨時の集積場所を設 �平成28年度は災害廃棄物の発生はありませんでし け、処理処分できる体制づく りを目指します。 �た。 

9



〇人づくり・地域づくり分野の成果指 �� 

成果指標 �現況値(年度) �現況値(年度) �目標値(年度) �備考 

環境モラルに関する �148件 �254件 �現状値以下 �環境課試算より 

苦情件数 �(H24) �(H28) �(H35) 

川きれい清掃参加者数 �861人 �1,100人 �l,000人 �H24は水害により未実施 

(H25) �(軸28) �(H35) 

クリーンパートナー「1「 �12団体 �18団体 �22団体 �建設課試算より 

活動団体数 �(H25) �(H28) �(H35) 

エコアクション 21(EA21)「2「 �3社 �5社 �18社 �現況値は、BA21中央事務局資料よ 

取得事業者数 �(鱒24) �(H28) �(H35) �り 

亡1] 【クリーンパートナー制度】道路、河川の一定区画の公共空間を、住民や事業所が美化活動を行い、
町がその活動を支援する協働のまちづくり制度。

護鵠蕾諾競藷葦課業誘誘発葉讃萱
"自然環境分野の成果指 �標 

成果指標 �現況値(年度) �現況値(年度) �目標値(年度) �備考 

植樹祭への参加者数 �98名 �43名 �現状維持 �産業課試算より 

(櫨24) �(H28) �(H35) 

自然環境観察員数 �0名 �20名 �20名 � 

(櫨24) �(H28) �(H35) 

自然観察会等の開催回数 �1回 �1回 �2回以上 �環境課試算より 

(H24) �(H28) �(H35) 

ホタルの放流回数 �1回 �1回 �2回以上 �産業課試算より 

(H24) �(H28) �(嶋35) 

荒廃農地の面積 �6.7ha �1.1ha �3ha �産業課試算より 

(嶋25) �(H28) �(H35) 

グリーンピアなかがわ �24,168人 �42,331人 �30,000人 �キャンプ村及びスキップ広場来場 

来場者数 �(櫨24) �(H28) �(H35) �者数より 

10



○生活・快適環境分野の �成果指標 � � � 

成果指標 �現況値(年度) �現況値(年度) �目標値(年度) �備考 

生活排水処理率 �96.5% �98.6% �99% �下水道課試算より 

(H24) �(H28) �(H35) 

町が管理する合併浄化槽 �37基 �102基 �100基 �下水道課試算より 

の数 �(H24) �(H28) �(H35) 

■資源・エネルギー環 �分野の成果指 �ヽ 

成果指標 �現況値(年度) �現況値(年度) �目標値(年度) �備考 

環境家計簿運動 �82世帯 �121世帯 �100世帯 �福岡県地球温暖化防止活動推進セ 

参加世帯数 �(H24) �(H28) �(博35) �ンターより 

公用車へのエコカー(低 公害車、低燃費車)導入 　台数の割合 �43% �83% �96% �現況値は、43台/52台 

(H24) �(H28) �(鵬5) 

公共施設への再生可能 �11件 �ll件 �13件 � 

エネルギー「1「設備導入 �(H25) �(H28) �(H35) 

佳塾 

抽柴鞘諒龍ココ考蹴嵩難語鵜諒嵩素謡韓謀議蒜二幣
マスなどをエネルギー源として利用することを指す∩

[2] 【リサイクル率】 1年間のごみの排出総量に対して、:リサイクルした量の割合のこ臆とで、 (資源化総量
十集団回収量) ÷ (処理総量十集団回収量)で算出する。

聞
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